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DeNA社との

協業

について
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株式会社ディーア・エヌ・エー（DeNA）と次世代3Ｄ環境の開発・環境構築を推進

3Dデータを活用した新世代ソーシャルアプリ環境の構築と推進

●

 

2011年にFlashベース、2012年にHTML5ベースの3D環境（開発・利用）を目指す

●

 

PC環境を皮切りにスマートフォン環境への展開を推進し、ワンソースでのマルチデバイス展開が可能な環境として普及を推進

●

 

様々なデバイスにおいて、ビジュアルと操作性を備えた最先端のＵＩと美しい３Ｄグラフィックスの実現

●

 

SNSゲームの高機能化、3DゲームコンテンツプロバイダのSNSゲーム参入に適合する高機能かつ低コスト開発が可能な、
次世代ソーシャルアプリ構築環境の実現とを推進

●

 

インタラクティブブレインズとエイチアイの生産体制とノウハウを元に、クオリティが高く、新規性に富んだアバターアイテム

制作環境をグローバルに構築

Web3次元機能による次世代3D環境の構築と推進

グローバルな高品質アバターアイテム制作プロセスの構築と展開

◆ 第三者割当増資の概要

◆ 協業の概要

●

 

割当先と割当の方法

●

 

発行期日（払込期日）

●

 

発行新株式数（募集株式の数）

●

 

発行価格（払込金額）

株式会社ディー・エヌ・エーに対する第三者割当割当増資

2010年11月29日

普通株式

 

1,600株（当社発行済み株式数の5.2%）

１株につき102,111円

本年4月よりスタートしている協業関係を、より強固なものとするため、第三者割当増資も併せて実施。
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ＤｅＮＡ社、インタラクティブブレインズ社との３社協業体制の構築

3D活用プラットフォームと、コンテンツ
プロバイダ向けの3D開発環境の提供
アバターアイテムの制作

ア バ タ ー ・ ア イ テ ム の 制 作 な ど
モ ー シ ョ ン ア バ タ ー を 中 心 と し た
各種サービス・コンテンツの企画・開発

ゲームプラットフォーム「モバゲータウン」の運営

３社協業体制

3Dコンテンツに関してアーキテクチャ設計から３Ｄソーシャルゲームエンジンの開発、ミドルウェアへの組み込み、

ユーザーへのサービス提供までを一気通貫で実現

３社連合が、ユーザーニーズをスピーディーに反映した世界最高の3Dプラットフォーム＆コンテンツを提供



5©2010 HI CORPORATION. All Rights Reserved

Avatar3D for HTML5

（現在）

2011年

2012年以降

クライント3Dアバター環境(Plug-in less)

Server Rendering 
3D Avatar

Avatar3D for Flash

Web3次元機能による次世代アバター環境の構築と推進

W e b 3 D 関 連 の 標 準 化 （ W e b G L : K h r o n o sなど）の動向を踏まえ、

最 終 的 な 形 態 を H T M L 5 に お け る 3 D 環 境 と 考 え な が ら 、

それまでのマイルストーンとして業界をリードするFlashベースの3D環境を構築

●

 

真の3DCGデータとしてFlashなど普及率の高い環境下でのゲーム開発も可能

●

 

ユーザｰ操作が可能な対象としてアバターのシームレスな動きを実現

●

 

様々なデバイス上で、ビジュアルと操作性を備えた最先端のＵＩと美しいグラフィックスを実現

次世代３Ｄ環境の構築

for for
Ｓ ｍ ａ ｒ ｔ p h o n ePC

コンテンツプロバイダは、ワンソースでマルチデバイス開発が可能

次世代3D環境の開発/構築により、ユーザー操作が可能な対象としてアバターのシームレスな動きを実現
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3Dデータを活用した新世代ソーシャルアプリ環境の構築と推進

SNSゲームの高機能化

アプリ開発
企業

アプリ開発
企業アプリ開発

企業
アプリ開発

企業

3 D デ ー タ を 活 用 し た
次世代ソーシャルアプリ環境

アプリ開発
企業

アプリ開発
企業

次世代ソーシャル
アプリ環境を利用し、
低コストで開発が可能

次世代ソーシャル
アプリ環境を利用し、
高機能アプリの
開発が可能

エンドユーザー、３ＤゲームＣＰの両ニーズに適合する次世代環境を実現

３ＤゲームＣＰのSNSゲーム参入

エンドユーザーの利用度・満足度の向上 ３ＤゲームＣＰの開発の容易化・参入促進

DeNAアバターを応用した関連アプリ、サービスを構築し、SNSゲームの高機能化、３ＤゲームＣＰの参入を促進
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3社協業体制により、スマートフォン上における世界№1の3Dコンテンツ提供を目指します

Ｇａｍｅ

自分のアバターが
主人公のゲーム

ＳＮＳ

よりリッチな
３Ｄモーションアバター

Ｇｌｏｂａｌ

国内/海外へ世界Ｎｏ.1の
３Ｄコンテンツを提供

アバター制作環境のグローバル展開

スマートフォン

携帯端末 Ｐ Ｃ

ワンソースでのマルチデバイス

展開が可能な環境の提供

３Ｄデータを活用した新世代

ソーシャルアプリ環境の構築
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その他の

主なトピックス



9©2010 HI CORPORATION. All Rights Reserved

トピックス①

 
MascotCapsule

 
eruption

 
ST(立体視対応の新製品）を発表

上記の画像は、立体視のイメージを表現するために制作したものであり、実際とは異なります。

焦点位置などが設定できるAPIを備え、立体視の見え方を調整可能

MascotCapsule V3、eruption用の3Dモデルデータを流用可能

従来の3Dコンテンツ制作と同じ要領で、立体視コンテンツの制作が可能

立体視拡張機能により、多彩な演出・効果と魅力的な立体視向けコンテンツ開発が可能立体視拡張機能により、多彩な演出・効果と魅力的な立体視向けコンテンツ開発が可能

奥行き・飛出し感など奥行き・飛出し感など

今まで難しかった今まで難しかった

演出・効果も演出・効果も

表現することが可能表現することが可能

裸眼で立体視の裸眼で立体視の

体感が可能体感が可能

（専用ﾒｶﾞﾈ等必要なし）

拡張機能により、拡張機能により、

通常の通常の3D3Dﾓﾃﾞﾙﾃﾞｰﾀﾓﾃﾞﾙﾃﾞｰﾀ

から自動的にから自動的に

立体視用画像を描画立体視用画像を描画

携帯端末に加え、携帯端末に加え、

多様な立体視対応多様な立体視対応

機器への展開も可能機器への展開も可能

今後、大きな需要が見込まれる立体視分野に向けて、3Dｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ関連技術を応用し、提供を開始。
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立 体 視 の た め に 必 要 な

左 目 用 、 右 目 用 画 像 を

自動的にリアルタイム描画
1つのモデルデータから

右目、左目用画像を

自動描画

MascotCapsule eruption
立体視用

 

拡張機能

単一3Dグラフィックスモデルデータ

自動で各目用の画像が描画

されるため、効率よく立体視

向けのコンテンツ開発が可能

人はモノを見る時、左右の目で方向の違い（視差）
があり、その視差により奥行き（立体）を感じます。

左目、右目それぞれに視差を考慮した専用画像を
見せる状態を人為的に作り出すことで、人は平面
のスクリーンに映る画像を立体として認識すること
ができるようになります。

左 右左 左左 右 右 右 立体視用の特殊な専用液晶
（一例）

＝

立体視対応の拡張機能を提供することで、立体視対応の拡張機能を提供することで、

携帯端末を含む各種機器のコンテンツが、携帯端末を含む各種機器のコンテンツが、

より楽しく、魅力的なものにより楽しく、魅力的なものに

3Dｺﾝﾃﾝﾂ制作で利用されるMascotCapsule eruption

 
のﾃﾞｰﾀから、そのまま立体視用ｺﾝﾃﾝﾂ制作が可能。

トピックス①

 
MascotCapsule

 
eruption

 
ST(立体視対応の新製品）を発表
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トピックス②

 
韓国ネオエムテル社とUI開発ソリューション「HIVE」を共同開発

2D画像の3D描画
イメージ

3Dモデルの
アニメーション

3Dエフェクトイメージ

描画ｴﾝｼﾞﾝの世界標準MascotCapsuleを持つ当社の3D技術

 

＋ 2Dﾍﾞｸﾀｰｸﾞﾗﾌｨｯｸｽに特化した韓国ネオエムテル社の2D技術

UI開発においてニーズの高い2Dベクターグラフィックスと3Dグラフィックスの融合を実現

HIVEHIVE((ハイヴハイヴ))

HIHI開発開発

2DベクターグラフィックスとActionScriptについてはネオエムテル社が、

3Dグラフィックスは当社が開発し、今後も各専門分野におけるサポート

今後、本ソリューションのグローバル展開と販売先・売上の拡大に向けて、

マーケティング活動においてもネオエムテル社と協力

2Dグラフィックスのみでは限界があった表現の幅を広げ、3Dグラフィックス

を組み合わせたリッチで表現力豊かなUIを、容易に実現することが可能

OpenGL® ES対応の3Dｸﾞﾗﾌｨｯｸｽｱｸｾﾗﾚｰﾀと連携し、2D/3Dｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ

の高速描画ができる他、市販3D制作ﾂｰﾙで作成したﾓﾃﾞﾙﾃﾞｰﾀ利用も可能

2Dﾍﾞｸﾀｰｸﾞﾗﾌｨｯｸｽと3Dｸﾞﾗﾌｨｯｸｽをサポートした組込み機器向けUI開発ソリューションを共同開発
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トピックス③

 
韓国

 
携帯端末メーカーと

 
「MascotCapsule Style3D」

 
のライセンス契約

描画の遅さや開発の複雑さなど様々な制限のあるアンドロイド環境下でも、多彩な3D演出を容易に導入可能

今後、ますますニーズが高まるアンドロイド向けの3DUI市場で

スタイル3Dのグローバル展開を強力に推進

パンテック社に、Android™環境で容易に3DUI開発が可能な「MascotCapsule Style3D 」

 
の提供を開始

モバイル向けのUI開発を行う韓国イノフィリア社と共同開発したアンドロイド向け3DUI開発ミドルウェア

MascotCapsule Style3DMascotCapsule Style3D
 

((マスコットカプセルマスコットカプセル

 
スタイルスタイル3D)3D)

専門的な知識は不要多彩な3D演出を容易に導入可能 高速描画を実現

通常の電話帳リスト スタイル3Dを利用した
電話帳リスト

開発者の負担軽減とコスト削減に貢献
Androidと親和性が高く、容易に3D演出
をアプリケーションへ加えることが可能

スタイル3DがOpenGL ESの制御を担う

ため、3Dグラフィックス開発に必要な

専門的な知識は不要

スムーズな操作性を実現

ネイティブ層から直接OpenGL® ESを

制御するため、グラフィックス描画速度

を通常の2倍～3倍に向上することが

可能であり、3D演出を加えたUIの高速

動作を実現
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2011年3月期

第2四半期累計期間

決算情報
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単位：百万円 10/3期

 

2Q累計 11/3期

 

2Q累計 前年同期比 概 要

売上高 1,212 786 △426
ミドルウェア事業・アプリケーション事業ともに、前年同期

の特殊要因・大型案件による増収要因がなくなり、前年

同期比で減収となったものの、ほぼ計画通りの進捗。

売上総利益 392 227 △165
売上高の減少により、開発人員の人件費等の固定原価

を吸収できず、前年同期比で減少。

販管費 383 369 △13
研究開発のテーマの絞り込みにより、研究開発費ほか

各種費用のコントロールに努め、前年同期比で減少。

営業利益 9 △141 △151 減収に伴う売上総利益の減少で、前年同期比で減少。

経常利益 △9 △151 △142 営業利益の減少に加え、為替差損10百万円が発生。

四半期純利益 △36 △168 △132 特別利益、特別損失ともに大きなものはなし。

２０１１年３月期

 
第２四半期累計期間

 
連結損益計算書の状況

前年同期の特殊要因がなくなり減収減益となったが、ﾐﾄﾞﾙ・ｱﾌﾟﾘ事業ともに計画通りに事業は進捗。
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単位：百万円 10/3期

 

2Q累計 11/3期

 

2Q累計 前年同期比

国内

 

ライセンス/サポート 400 339 △61

海外

 

ライセンス/サポート 245 162 △82

ミドルウェア受託

 

他 238 60 △177

ミドルウェア事業

 

売上高 883 562 △321

ミドルウェア事業

 

営業利益 336 141 △195

国内ライセンス収入 ミドルウェア受託開発

 

他

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業

 

営 業 利 益

デジタル家電等からの収益計上が本格化。
（10/3期2Q 2百万円

 

⇒

 

11/3期2Ｑ

 

55百万円）

一方、携帯電話の出荷台数減の影響や、

前年同期の3Ｄエフェクトライブラリの大型
案件の売上計上というスポット的な要因が
なくなり、期間比較では前年同期比で減少。

引き続き外注費の見直し、販管費の削減等に努めたものの、高利益率のライセンス収入の減少により、前年同期比で減少。

前期末で、家電関連のＵＩ受託開発の大型
案件が一旦終了したことにより、前年同期比
で減少。
（製品化により、今後はライセンス収入へ）

海外ライセンス収入

MascotCapsuleの出荷台数の減少に加え、
円高の影響で円換算時の売上高が減少し、
前年同期比で減少。

※セグメント売上高は、「消去又は全社」調整後の数値

家電等からのﾗｲｾﾝｽ収入計上が本格化。一方、ｽﾎﾟｯﾄ的な売上の減少等の要因により、全体では減収減益。

ミドルウェア事業の状況

 
：

 
売上構成とセグメント営業利益

 
（連結）
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単位：百万円 10/3期

 

2Q累計 11/3期

 

2Q累計 前年同期比

受託開発/運用収入 280 164 △115

ロイヤリティ収入

 

他 48 59 ＋11

アプリケーション事業

 

売上高 328 224 △104

アプリケーション事業

 

営業利益 △104 △35 ＋69

受注状況は好調に推移。また、利益率の高いサービスロイヤリティ収入の増加により、営業赤字は大きく縮小。

受託開発/運用収入 ロイヤリティ収入

サービスプラットフォーム（SP）受託やサービス開発、ゲーム開発の
受注については、ほぼ計画通り順調に推移し、受注残高は増加。
受注残高の内91百万円を仕掛残高として3Ｑ以降に収益計上の
予定。

また、前年同期は、au向け大型案件の売上計上という特殊要因
が存在したため、前年同期比で受託開発収入は減少。

携帯電話向けゲームからのロイヤリティ収入が減少したものの、
「i マチウケ3Dきゃらり★」などの「アバター関連」サービス収益が
増加し、前年同期比でロイヤリティ収入は増加。

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 事 業

 

営 業 利 益

売上高は前年同期比で減少したものの、売上原価・販管費の削減により、営業損失は前年同期比で縮小。

※セグメント売上高は、「消去又は全社」調整後の数値

アプリケーション事業の状況

 
：

 
売上構成とセグメント営業利益

 
（連結）
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受託開発は減収となったものの、高利益率型のライセンス収入・サービスロイヤリティが増加。

単位：百万円

「消去又は全社」調整後の数値
09/3期

 

2Q累計 10/3期

 

2Q累計 11/3期

 

2Q累計

ライセンス/サポート 11 2 55

ＵＩ受託開発

 

他 17 206 45

ミドル事業

 

（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ家電関連） 29 208 100

SP受託、アバター関連

 

等 2 202 151

自社ﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ

 

他 － 5 2

アプリ事業（ｻｰﾋﾞｽ関連） 2 208 153

新 領 域 売 上 高

 

合 計 32 417 254

☆

 

新事業の売上構成比の推移

新領域の状況：売上高と売上構成比の推移

32.4%

新領域3.6%新領域

携帯電話関連携帯電話関連

34.4%

新領域

11/3期

 

2Q09/3期

 

2Q 10/3期

 

2Q

携帯電話関連携帯電話関連 携帯電話関連携帯電話関連

※各売上高は、「消去又は全社」調整後の数値

アプリ事業

 

⇒

 

サービスロイヤリティが拡大

ミドル事業

 

⇒

 

ライセンス収入が本格化

前期：受託開発/運用収入が90%超

当期：サービスロイヤリティが約30%へと大きく拡大

受託開発/運用収入に比べ非常に高利益率

前期：試作品/製品版のＵＩ受託開発が中心

当期：製品版採用に基づくライセンス収入が本格化

受託開発に比べ非常に高利益率

「SP受託、アバター関連

 

等」の内訳

前期までの種まきから、当期より収穫期へ

前年同期比で減収となったものの

売上の中身は大きく変化

⇒ 高利益率の売上が大きく増加
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単位：百万円 10/3末 10/9末 増 減

負 債 162 126 △35

流動負債 161 126 △34

買掛金 68 68 △0

1年内償還予定社債 10 － △10

その他 83 57 △24

固定負債 0 0 △0

純 資 産 1,903 1,759 △143

株主資本 1,926 1,789 △136

評価換算差額等 △23 △30 △7

負 債 純 資 産 合 計 2,065 1,886 △178

単位：百万円 10/3末 10/9末 増 減

流 動 資 産 1,499 1,329 △169

現預金 902 998 96

売掛金 507 171 △335

たな卸資産 44 115 70

その他 44 43 △1

固 定 資 産 565 556 △9

有形固定資産 35 37 1

無形固定資産 304 288 △16

投資その他の資産 225 230 5

資 産 合 計 2,065 1,886 △178

連 結 貸 借 対 照 表 の 状 況

将来の成長に向けた会社の基盤となる財務体質について健全性を維持。

固定資産の状況 純資産の状況

流動資産の状況 負債の状況

大きな変動はなし

有利子負債残高は0に前期末の売掛金の回収により、現預金が増加

自 己 資 本 比 率：93.3%

1株当たり純資産：60,648円29銭
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2011年3月期

業績予想
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2011/3期

 
連結業績予想

 
～

 
新たな成長ステージへ

 
～

単位：百万円
09/3期

 

連結

実 績

10/3期

 

連結

実 績

11/3期

 

連結

計 画 10/3期比

連結売上高 1,917 2,258 2,263 + 4

連結営業利益 △

 

100 67 70 + 2

連結経常利益 △

 

103 52 70 + 17

連結当期純利益 △

 

275 △

 

54 63 + 117

11/3期業績予想

 
：

 
基盤整備を行った09/3期を業績のボトム期とし、引き続き増益を見込む。

●

 
携帯電話関連の収益は減少するものの、新領域での売上増により、前期比増収を見込む。

●

 
開発人員、営業人員増による営業費用の増加要因はあるものの、費用コントロールの

精度向上により、営業利益は引き続き黒字を見込む。

●

 
特別損失の解消により、当期純利益は３期ぶりの黒字転換を見込む。

連結業績予想については、期初予想からの変更はございません。
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2011/3期

 
連結業績予想のポイント

連結業績予想の変更はないものの、上半期の状況を勘案し、事業セグメントの売上高・営業利益予想を変更

消去又は全社

 

期初予想比 ：

 

売上高予想

 

増加↓

 

営業利益予想

 

減少↓

●

 

受託開発/運用収入

 

（売上高予想↑

 

営業利益予想↑）

● ロイヤリティ収入 他

 

（売上高予想↓

 

営業利益予想↓）

新領域については、サービスプラットフォーム等の受注増などにより、期初予想に対して増加。

MascotCapsule

 

eruption

 

STのライセンス提供開始に伴い、立体視対応の携帯ゲームの受託開発が増加。

マーケティング強化に向けた人件費や、新製品開発に向けた研究開発費が、期初予想に対して増加。

ミドルウェア事業

 

期初予想比 ：

 

売上高予想

 

微増↑

 

営業利益予想

 

増加↑

●

 

国内ライセンス収入

 

（売上高予想↑

 

営業利益予想↑）

● 海外ライセンス収入

 

（売上高予想↓

 

営業利益予想↓）

● ミドルウェア受託開発

 

（売上高予想→

 

営業利益予想→）
ほぼ期初予想の通りに推移。

MascotCapsule

 

eruption

 

ST(立体視対応の新製品）の新規ライセンス等が収益予想を押上げ。

外注方法・外注費の見直しなども、営業利益の増加に貢献。

円高の影響による円換算時の売上の低下、海外市場におけるスマートフォンの急速な拡大が影響。

アプリケ－ション事業

 

期初予想比 ：

 

売上高予想

 

微増↑

 

営業利益予想

 

増加↑

採算性を検討した結果、一部プロジェクトの中止をしたことにより、新領域のサービスロイヤリティが期初予想に対して減少。
携帯ゲームからのロイヤリティ収入は、期初予想に対して増加の見込み。
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単位：百万円
09/3期

 

連結 10/3期

 

連結 11/3期

 

連結

実 績 実 績 計 画 10/3期比

ミドルウェア事業 1,528 1,538 1,394 △166
アプリケーション事業 416 761 891 ＋151
消去又は全社 △27 △41 △22 ＋19

売上高 1,917 2,258 2,263 ＋4

ミドルウェア事業 1,037 940 948 △2
アプリケーション事業 621 831 773 △58
消去又は全社 358 418 473 ＋55

営業費用

 

（売上原価

 

＋

 

販管費） 2,017 2,190 2,193 ＋3

ミドルウェア事業 491 598 446 △153
アプリケーション事業 △205 △69 118 ＋187
消去又は全社 △385 △460 △495 △35

営 業 利 益 △

 

100 67 70 ＋2

事業セグメント別の計画

 
：

 
売上高・営業費用（売上原価＋販管費）・営業利益

ミドル事業は減収となるものの、アプリ事業の増収によりカバー。また、アプリ事業は営業黒字へと転換。

売 上 高 営 業 利 益営 業 費 用

ミ ド ル 事 業 は 減 益 と な る も の の 、

ア プ リ 事 業 の 黒 字 化 に よ り 、

連 結 営 業 利 益 は 増 加 を 見 込 む 。

ミドル事業は、新領域のライセンス収入

 
や国内の新製品ライセンスが増加する

 
ものの、海外ライセンスの落込みが

大きく減収の見込み。

アプリ事業は引き続き増収を見込む。

ミドル事業は、新領域強化/新製品開発

 に向けた開発人員・営業人員の強化

により微増。アプリ事業は、増収となる

 
一 方 で 、 不 採 算 事 業 の 終 了 等 で

売上原価が減少。研究開発費などの

販管費コントロールは、引き続き実施。
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単位：百万円
09/3期

連結

10/3期

連結

11/3期

連結（予想）

10/3期
vs.

11/3期

国内

 

ライセンス/サポート 765 749 849 ＋99

海外

 

ライセンス/サポート 434 441 267 △175

ミドルウェア受託

 

他 317 316 256 △53

ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ事業

 

売上高 1,517 1,508 1,372 △137

ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ事業

 

営業利益 491 598 446 △153

国内ライセンス収入 ミドルウェア受託開発

 

他海外ライセンス収入

●

 

11/3期（計画）

携帯電話向けは、引き続き減少。

家電等のUI受託開発では、前期の

製品版の受託から、当期はﾗｲｾﾝｽ

収入へ移行するため微減を見込む。

●

 

11/3期（計画）

家電等からのライセンス収入は増加。

また、

 

MascotCapsule

 

eruption

 

ST

等の新規ライセンスが増加すること

から、前期比増収を見込む。

●

 

11/3期（計画）

MascotCapsuleの出荷台数の減少、

により減収を見込む。また、円高の

影響により円換算時の売上高が

低下。（下期想定為替レート：80円/＄）

※セグメント売上高は、「消去又は全社」調整後の数値

ミドルウェア事業の計画

 
：

 
売上構成とセグメント営業利益の予想

家電等からのライセンス収入が増加する一方、携帯電話向け売上の減少などにより、減収・減益を見込む。

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業

 

営 業 利 益

売上高の減少、新事業の強化に向けた開発人員・営業人員の増強に伴う営業費用の増加により、前期比で減益を見込む。
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単位：百万円
09/3期

連結

10/3期

連結

11/3期

連結（予想）

10/3期
vs.

11/3期

従来型事業（携帯電話関連） 1,381 1,240 1,132 △109

ライセンス/サポート 26 13 85 ＋71

ＵＩ受託開発

 

他 109 254 159 △96

新領域

 

（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ家電関連） 136 268 240 △29

新領域での展開と、収益拡大イメージ

『ＵＩ受託開発

 

⇒

 

ライセンス提供』への移行期

となるため、前期比で受託開発は減少するが、

高収益のライセンス収入は拡大。

※各売上高は、「消去又は全社」調整後の数値

カーオーディオ

ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ機器

（業務用カラオケ）

ＵＩ受託

開 発

ＵＩ受託

開 発

ＵＩ受託

開 発

デジカメ
ビデオカメラ
各種デジタル家電
ポータブルＡＶ

 

etc.

最新業務用通信カラオケの
「ﾃﾞﾝﾓｸiDS」に採用

採用自動車メーカーの拡大

第一興商社

採用車種の拡大クラリオン社

スズキ

 

パレット/パレットSW
向けﾒｰｶｰｵﾌﾟｼｮﾝに採用

エクシング社

最新業務用通信カラオケ
最新型情報端末に採用

垂直展開

多様なデバイス

に向けた

ＵＩソリューション

ＵＩ製品の提供

水平展開
同一メーカー内での採用製品/モデルの拡大、同業他社製品/モデルへの展開

継続的ライセンス収入 「垂直展開」

 

「水平展開」

 

両面からの

継続的なライセンス収入の拡大

『ＵＩ受託開発

 
⇒ ライセンス提供』の移行期のため、受託開発は減少するが、高収益のライセンス収入は拡大。

新領域からのライセンス収入が拡大

ミドルウェア事業の計画

 
：

 
新領域（家電関連）
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単位：百万円
09/3期

連結

10/3期

連結

11/3期

連結（予想）

10/3期
vs.

11/3期

受託開発/運用収入 244 623 702 ＋78

ロイヤリティ収入

 

他 156 126 188 ＋61

アプリケーション事業

 

売上高 400 750 891 ＋140

アプリケーション事業

 

営業利益 △

 

205 △

 

69 118 ＋187
※セグメント売上高は、「消去又は全社」調整後の数値

アプリケーション事業の計画

 
：

 
売上構成とセグメント営業利益の予想

受託開発収入、ﾛｲﾔﾘﾃｨ収入がともに増加し、売上高は前期に引き続いて増加。営業利益も黒字に転換。

受託開発/運用収入 ロイヤリティ収入

 

他

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業

 

営 業 利 益

売上高が大きく増加することに加えて、先行開発費用の低下や、前期に一部不採算事業の終了したことなどにより、黒字転換

 
を見込む。

●

 

11/3期（計画）

サービスプラットフォーム（SP）受託や、サービス開発など、
新領域からの売上高が増加。

また、携帯電話向けゲームの受託開発売上についても、

立体視用ゲームの受託等により、前期比で増収を見込む。

●

 

11/3期（計画）

「i マチウケ3Dきゃらり★」などのアバター関連の売上貢献

により、売上高は前期比では増加を見込む。

携帯電話向けゲーム関連も増加の見込み。
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単位：百万円
09/3期

連結

10/3期

連結

11/3期

連結（予想）

10/3期
vs.

11/3期

従来型事業（携帯向けｹﾞｰﾑ関連） 283 280 349 +68

SP受託、アバター関連 等 61 456 477 ＋21

自社ﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ

 

他 55 13 63 ＋50

新 領 域 （ｻｰﾋﾞｽ関連） 116 469 541 ＋71

アプリケーション事業の営業利益

 

推移
（新領域売上の拡大効果）

50

△150

150

△50

0

SP受託などの売上高も下期は回復。新領域での増収効果で、アプリケーション事業の通期黒字化を見込む。

●新事業の中期戦略フローと、収益拡大イメージ

開発（先行投資）

 

⇒

 

サービス開始

 

⇒

 

先行投資回収開始

 

⇒

 

高利益率事業化

売上増により
先行投資を回収

0

サービス開発等

運営コスト等

ｺﾝﾃﾝﾂｻｰﾋﾞｽ
開発の先行投資

売上計上開始
先行投資を継続

10/3期

 

下期 11/3期10/3期

 

上期09/3期

営業損失

営業利益

売上高

百万円

09/3期 11/3期10/3期

153

上期上期 下期

下期

△172

△32

△104

34

※各売上高は、「消去又は全社」調整後の数値

下期
見込み

上期上期 下期 上期

△35

△100

100

アプリケーション事業の計画

 
：

 
新領域（サービス関連）
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単位：百万円
09/3期

連結

10/3期

連結

11/3期

連結（予想）

10/3期
vs.

11/3期

従来型事業

 

売上合計 1,665 1,520 1,482 △38

ミドルウェア事業 136 268 240 △29

アプリケーション事業 116 469 541 ＋71

新

 

領

 

域

 

売上合計 253 737 781 ＋43

百万円
新領域（アプリケーション事業）

新領域（ミドルウェア事業）

09/3期 11/3期
予想

10/3期

新 領 域 で の 売 上 推 移

新領域の売上高拡大による全社収益の押し上げ

新事業からの収益が拡大し、従来型事業の減少額をカバー。今後は高利益率型の売上高も拡大。

737

1,000

200

400

600

800

●

 
新領域の売上高が増加すると同時に、売上の中身が大きく変化。

●

 
新領域の売上増が、既存事業の減少分をカバー。

●

 
新領域からの売上高が、11/3期は全社売上高の約35%へ。

●

 
11/3期以降は、安定的に高収益が見込める事業、または、

今後、飛躍的に利益を増加させる事業へ経営資源を集中。
安定的・継続的かつ高い利益成長が見込める収益構造へ

大きく転換。

従来型事業の
売上減少分を
カバー

253

781
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多様な収益の柱を確立し、継続的成長が可能な事業構造へ

新領域での構成比が年々拡大。また、アプリ事業が成長し、複数の収益の柱を持つ安定した成長企業へ。

21% 12%

6% 7%

ア プ リ
既 存

アプリ新領域

ア プ リ
既 存

ミドル新領域

ミ ド ル
既 存ミ ド ル

既 存

新領域の売上構成比

33%
新領域の売上構成比

13%

2010年3月期2009年3月期

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業

アプリケーション事業

：

 

67%

：

 

33%

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業

アプリケーション事業

：

 

79%

：

 

21%

ミドルウェア事業とアプリケーション事業

の売上構成比

ミドルウェア事業とアプリケーション事業

の売上構成比

24% 11%

ア プ リ
新領域

ミ ド ル
新領域

ア プ リ
既 存 ミ ド ル

既 存

新領域の売上構成比

35%

2011年3月期（予）

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業

アプリケーション事業

：

 

61%

：

 

39%

ミドルウェア事業とアプリケーション事業

の売上構成比

ア プ リ
新領域

ミ ド ル
新領域
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【IR窓口】

 

管理部門

Tel：03-3710-2985

Email：ir@hicorp.co.jp
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